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令和5年度 プログラムの履修者数等の実績 1

学部名 学⽣数
R5.5.1現在

⼊学定員 収容定員 履修者数 修了者数 履修率
（履修者数／収容定員）

⽣物理⼯学部 1917 485 1940 131 0 6.6％

※現在対象者は1学年のみ将来的には学部の半数以上の履修を⽬標としているが、令和5年度は初年度のため、情報系学科か
らの受講80名、その他の学科からの受講10名x5学科＝合計130名の履修を当初予定としていた。
令和5年度の履修者は131名（内訳は⽣物⼯学科16名、⾷品安全⼯学科１名、遺伝⼦⼯学科７名、
医⽤⼯学科１名、⽣命情報⼯学科80名、⼈間環境デザイン⼯学科27名）となり、学科毎の⼈数差
はあったが、ほぼ予定通りの履修者数となった。計画通りだと⾔える。情報系学科以外の⽣物系
学科や⽣体系学科でそれなり履修があり、この調⼦で情報系学科以外の学科の履修者の増加を期
待する。
また、学科により履修⼈数が⼤きく異なる点が気になるが、B-AiDaS育成プログラムの科⽬は
学科により、履修しやすい学年が異なっており、それが学科による履修⼈数の違いに表れてきた
ものと考えられる。将来的には、履修の少ない学科からの⼈数を増やす⼿段の検討を⾏う必要が
ある。今後、学部の半数以上の履修を⽬指すためにも、全学科からの履修⼈数の嵩上げが求めら
れる。特に学⽣からは、就活に役⽴つのか？と⾔ったような問い合わせがある事から、B-AiDaS
が今後の社会に必要な知識である事の周知を新⼊⽣オリエンテーションでしっかり実施する必要
がある。



授業評価アンケートを通じた内容理解度（AI・データサイエンス基礎実習） 2

この講義はIT系学科以外の学⽣も含めた初学者に、
⽣成AIの使い⽅・簡単なpythonプログラミング・
アルゴリズム・データサイエンスの基礎・AI開発
の基礎・IT企業（富⼠通株式会社と和歌⼭県進出
のIT企業（株式会社Link-U・株式会社Relic・株式
会社Will Smart））による実習講義を体験し、モ
デルカリキュラム全般を⼀通り網羅する実習講義
であった。
今年度、初めての試みであったなかで、７０％
以上の学⽣から理解が深まったとの評価が得られ
た。その他の詳細なアンケートでは、特に⽣成AI
の使い⽅の回と企業による講義が特に好評であっ
た。この講義では、はじめてAI・データサイエン
ス関連講義を学ぶ学⽣が⼤多数であり、受講する
学⽣に応じて実習講義を最適化させるとより良く
なると考えられる。

【設問内容】この授業を受けることで、⾃分の知識や考えが深まりましたか。
⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない そう思わない 全くそう思わない
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⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない
そう思わない 全くそう思わない



授業評価アンケートを通じた内容理解度（データリテラシー⼊⾨） 3

この講義はメディア授業で、データ科学とAIに関
する基礎的な知識と技能を習得するための講義と
なる。
この講義は、リテラシーレベルでも履修を必修
としている講義であり、2年⽬の講義となってい
る。８０％以上の学⽣が知識や考えが深まったと
答えており、⾮常に効果的な講義が実施できてい
ると評価できる。モデルカリキュラムの基礎全般
を網羅する基礎講義となっており、今後も同様の
クオリティの講義に期待する。

【設問内容】この授業を受けることで、⾃分の知識や考えが深まりましたか。
⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない そう思わない 全くそう思わない

36% 47% 11% 3% 3%

36

47

11

3 3

⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない
そう思わない 全くそう思わない



授業評価アンケートを通じた内容理解度（微分積分学） 4

この講義は、モデルカリキュラム1-6数学基礎の
⼀部である、様々な関数と微分法・積分法を学ぶ
基礎講義である。⾮常に重要な講義であり、９
０％もの学⽣が知識が深まったと回答している。
⾮常に効果的な講義が実施できていると評価でき
る。
B-AiDaS科⽬では必修となっており、⽣体系の
学⽣のみならず⽣物系の学⽣も受講することに
なっており、今後も同様のクオリティの講義に期
待する。

【設問内容】この授業を受けることで、⾃分の知識や考えが深まりましたか。
⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない そう思わない 全くそう思わない
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⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない
そう思わない 全くそう思わない



授業評価アンケートを通じた内容理解度（線形代数学） 5

線形代数学はモデルカリキュラム1-6数学基礎の
⼀部である、ベクトルと⾏列および、様々なベク
トル演算および⾏列演算、逆⾏列、固有値固有ベ
クトルの技術と概念を学ぶ講義である。この講義
も９２％の学⽣から知識や考えが深まったと好評
であった。⾮常に効果的な講義が実施できている
と評価できる。

B-AiDaS科⽬では必修となっており、⽣体系の学
⽣のみならず⽣物系の学⽣も受講することになっ
ており、今後も同様のクオリティの講義に期待す
る。

【設問内容】この授業を受けることで、⾃分の知識や考えが深まりましたか。
⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない そう思わない 全くそう思わない
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⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない
そう思わない 全くそう思わない



授業評価アンケートを通じた内容理解度（計量⽣物学） 6

⽣物現象を正しく理解するのに必要な基礎的な統
計的解析⼿法を学ぶ講義で、モデルカリキュラム
では1-2, 1-3, 1-4, 1-5, 1-6に相当する。学⽣のア
ンケートの回答では７０％から理解度に対して良
い回答を得られた。効果的な講義が実施できてい
ると評価できる。

数学基礎も含まれる学問であることから、今後も
このクオリティの講義内容に期待する。

【設問内容】この授業を受けることで、⾃分の知識や考えが深まりましたか。
⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない そう思わない 全くそう思わない
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⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない
そう思わない 全くそう思わない



授業評価アンケートを通じた内容理解度（統計学） 7

⽣物系の実験データ解析で必要とする統計的知識
と⼿法を具体例を多⽤しながら解説する講義であ
る。モデルカリキュラム1-2, 1-3, 1-4, 1-5, 1-6
に相当し、数学基礎の内容を網羅する科⽬である。
受講学⽣の８０％以上から知識や考えが深まった
との⾼評価を得ている。⾮常に効果的な講義が実
施できていると評価できる。
AIデータサイエンスの基礎として⾮常に重要な
科⽬であるので、今後もこのクオリティの講義内
容に期待する。

【設問内容】この授業を受けることで、⾃分の知識や考えが深まりましたか。
⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない そう思わない 全くそう思わない
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⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない
そう思わない 全くそう思わない



授業評価アンケートを通じた内容理解度（応⽤数学） 8

⽣命現象や⼯学的現象を解析するために使われる
数学的⼿法を学ぶ講義であり、モデルカリキュラ
ムでは1-2, 1-6に相当する。学⽣からの理解度は
⾮常に⾼く、しっかり学べている様⼦が⾒て取れ
る。したがって、⾮常に効果的な講義が実施でき
ていると評価できる。今後もこのクオリティの講
義内容に期待する。

【設問内容】この授業を受けることで、⾃分の知識や考えが深まりましたか。
⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない そう思わない 全くそう思わない
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⾮常にそう思う そう思う どちらとも⾔えない
そう思わない 全くそう思わない


